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Bf109 G‐4

■さらなる改良ヘ

メッサーシュミットBf1 09ま トイツ空軍の主力

戦闇機として大戦初頭から
=躍

したが 1941年
の中盤以降は当時最新であったF型てさえ 業空

軍に登場 したスピットファィアMkvの 前には優勢

か絶対的ではなくなりつつあつた そこで3(109

は更なる改良が必要となリ パワーア ップ した

DB 605エ ンシンを装備するGシ リーズが誕生 した

原型機GOが完成 したのは 1941年 10月 であっ

たが肝心のD3605,f・3に合わず

「

4と 同 じ

DB 601[を 搭載 していた 最初の量産麟 ]ま与

F■キャビンとCMlバ ワープース トを備えた高高

度戦聞種型であったが 与圧キャビンは胴体隔

壁を含めかな りの改修作業が必要となり 1号機

が完成 したのは1942年 3月 だった ついて5月 に

はC2の 量産が軌道に乗り始めた G2ま G:の与

圧キヤビンとCMl装置を取 り除いた中高度戦闘

機型であ り G型初期シリーズでは最も量産され

たタイプとなった

F型 と上しべて約400キ ロ以上も重量が増大 した

G2は不警ltで の運用に支障があ り これを改善

するために作 られたタィプがG4である 主草輪

を6Ю・
“
X150ⅢⅢから660■ m× 160■ ml[変 更 し

尾輪も290● ■×110● ■から350●¨×135Ⅲ Ⅲへと

大型化された 尾輪支柱はステア リングロック

機構が設けられ 防塵対策用 としてゴムブーツ

も追加された 通信装置 まG2ま で使用していた

FuG7● こ代わ りF“ 16Zとなつた このためアン

テナ空中線の:き込み部分が胴体第 5ヽ第6隔壁上

面から第 7ヽ第8隔壁に移された

夕ヽ観での変化は草輸の大型

`ヒ

とそれによ り設

けられた三翼上面のハルジの追lll 尾輪収納部

は事がれ 第 1風防の空気取 り入れ 0/1左側にも

追加された点なとにととまっている

B`109G4は 1942年 9月 から量F‐が開始され

翌年5月 までにメッサーシュミットレーケンスブ

ルグエ場 エルラ機械製作所 ウィナー ノイシ

ュタット社で合計1242機 が生産された

■1943年夏までの東部戦線における
第52戦闘航空団 (JG52)

ボーラン ト侵攻から始まる第な 世界大戦勃発

以来 BC■ 月7日 の時点で第・ 2戦闘航空団(Oa
の合計筆墜戦果は 000機 に到達 した この内

800機以上力¬941年6月 22日 から始まった対ソ戦

(ハ ルバロッサ作戦)以 降に対時したソ連機て占め

られてお り 部隊は最終的に合計 1万機を超える

響 果を挙けることになる

(52は 3つの飛行隊と本部で編成されていたが

広大なロシア戦線では全部隊が一緒 に作戦行動

を取ること ,稀 だった 各飛行隊 まそれそれの

作戦区域に兵 り分けられ 激 しく移動する地上

部隊の戦場とシンクロしなから戦闘を続けていた

1942年 7月  部隊はそれ まで使用 していた

Bri09 Fか らG型 に機種転換 ブラウlF戦の発動

により第2飛行隊と第3飛行隊がカフカス地方を

追撃する睦軍のA軍集団といっしょに行動する任

務を与え られた さらに 第2飛行隊第6中 隊と

第3飛行隊第9■隊は部隊を離れ「スターリングラ

ー ド コマン ト」として陸軍椰 軍の支援に就 く

9月 13曰  コマン トはスターリンクラー ド西方

15kmの ビ トムニク飛行場 に展開  16日 には第9

中隊長ヘルマン グラーフ中尉が172機 目の撃墜

戦果を挙げ その時点での ドイツ空軍最高の■

―スになった 部隊はその後第■ 行隊と交● し

てテ レク戦線 に13動 した

11月 19日 に トイツヨは大きな衝撃を受けるこ

とになる ソ連軍はスター リングラー ドに対 し
(■ に流く,

両

スターリング
ラート

リレーマニア

ウクライナ

t′ スヽトl・ リ
コンスタンツ,

●テル●コヴォ
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●
ブカレスト

アナ′
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(凛 ,ら 綺く,

大規模な反撃を開始し 陸軍第6軍はスターリン

グラート周辺てソ連軍に完全に包国されてしま

つたのである 第2飛行隊は直ちにドン河下流の

南側地区に移動して第6軍の援饉にあたるが 補

給を絶たれた地上部隊の状況悪

`ヒ

を教うべくも

無かった たが その中でもUG62は 戦果を挙げ

続け12月 10日 には4鰤機目の撃螢を記録した

もはやスターリングラートのみならずカフカ

ス戦域全体が危機的状況になっていた 12月 27

日に第2飛行隊はスターリングラード南西15αm
にあるコテルニコヴォ飛行場から撤退 この時

すてに敵の地上部隊は4Km先 まで迫っていた
1943年 1月 にはスターリングラートの第6軍は降

伏し ソ連軍の攻勢を前にドイツ軍は守勢に立

たされることになった JG52も 各地に移動しつ

つ戦llを 続け 第2飛行隊は3月 13日 タマン半島

(ク バン半島の先埼部)の アナパに進出 4月 1日 に

第3飛行隊が 5月 16日 に第1飛行隊が同地に移動

してきた JC52は 3個飛行隊全部がこの地区に集

まり 7月 初めまで苦戦する第17軍 を支援する任

務に全力を尽くした この戦いの中4月 20日 には

部隊として通算5000機 日の戦果を上げた

7月 初旬 航空日本部と第■第3飛行隊はクバ

ン半島を離れてウクライナ地方へ移動 ドイツ

軍の攻勢 後にクルスク戦車戦と呼

`れ
るツィ

タディレ↑戦がまもなく発動されようとしていた

■ハンス ′ヽルトマン軍曹
ハンス ′ヽル トマンは1922年 9月 24日 ブラウン

シュバイクで生まれ  1940年 に志願して空軍に

入隊した 1942年 8月 21日 に第5塑闘航空団第6

中隊に新人バイロットとして配属 階級は■長

であったが 有任後6回 目の出撃となる9月 7日 に

taGG3を 撃墜して初戦果を挙げた もともと工

―スになる才能を秘めていたのか 12月 の終わ

りまでに95回 の出撃をこなして20機 を撃墜して

いる 翌年にはその腕にますます磨きを掛け6月

6日 には50機 7月 23

日に60機  さらに8

月末に84機と急激に

スコアを伸ば した

この墳機体 には彼の

愛称である「DackeJ

にちなんだダックス

フントのパーソナルマ

ークが描かれていた

クルスク戦終了後

の9月 1日  彼は在フ

ランスの補充飛行隊

に転属にな り そこ

では翌44年 ]月 5日 に

本土空襲のB17を撃壁している 2月 には東部戦

線に戻りここで再びスコアをイ|ば すことになり

4月 11日 にYよ 73機を撃墜して1∞機摯墜を達成

した 6月 に連合軍がフランスのノルマンディに

上陸 再び西部戦線に戻つたバル トマンは8月 中

に7機を撃墜する 12月 にはMo262の部隊である

第職 闘航空団に配属となり 45年 2月 22日 の空

中戦でP51を 2機撃墜したが 3月 17日 の出摯で

乗機Mo262の 離陸上昇中僚機と衝突してハンブ

ルグ近,日 [墜落 死亡した 出菫回数527回  I●

摯墜数134機であった 死後 粕葉騎士鉄十字章

を授与された 最終階級は中尉

■B(109G4結 元

全幅 1     9924m
全長 1   9020m
エンジン ( グイムラーベンッDB 605 A

離昇出力 14750s/280¨ rr

最大速度 , 630km′h(高度66∞ m)
武表 ((機首上部)l.C17792-機 関銃×2

(フロベラ同軸)MG 161′ 20
20ミ リ機関銃×1

●組み立てを始める前に奉説明●の全ての工程に目を通し 加I部分や前後の工程との兼ね合いな

どをll認した後に組み立てをおこなつてください

●このキットはエンシンカバーを開けてエンジンが見える状態でも作ることができます どちらの

状態で作るかを決めてから作業に入ってください

●組み立てには検型用ニッパー カッター 横型用ヤスリをご用意ください またプラスチックモ

デル専用の塗科 接■綱も,1にお買い求めくださι、

●小さなパーツの取り付けにはビンセットを使い爛菫に作業してくださιヽ

●各部の塗姜は① クレオス離ホビーカラーの番号を0内 の餞宇で 籠 ,て色名を表示しています

水性ホビーカラーやタミヤカラーをご使用の場合はカラーナンバー対応表を,考 にしてください
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*組み立てる前に必ず

お読みください
*12才以下の方が組み

立てる時は保護者の

方もお読み くださ↓ヽ

1 組み立てモデルです 作る前にこの相■表明
`=よ

くお崎みく,さ い
2 部品を取,出 した建つし=―ル姜は 1■ な子憬,覇から略,た , 放み込んた,

する|す 息の思れ,あ りますので 曖,檜 モてくださヽ
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=ゴ
●■●亀ててくださて
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甲言i諧そマイ

増槽 r・ l s2)を 取り付ける場合

開口します
Mま●曝 ,ry¨ N.I.t..[× t●は(si s2)

RL1476ライトブルー
[GHT B[UE

●塗崚ガイドPainting

R勧∞ブラックグレー

BttCK GR辟

ここまで組み立てた段階で 機体

全体の塗装を します スプレー

エアプラシ等の吹き付け奎装の際は

すでに壼装した範所をマスキング履

い隠 し

'し

てくださ。●
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●説明図中で表示されていないHl品 番号は全て

不要

“

品とな ります

Any parts not shown on this instrudion are unused



Painung&Marking
Demalung und Marklerungen

《選彩デカールの貼り方》
Applylng camol[age DeCal

◆ 各部の電装に ,ク レオス離 ホビーカラーの番号を 内の数字で
続けて色名を指示 しています ○て圏まれた数字

`付

属デカール
(水転写シール)の 番号です

眩メ醐 oombo“ oた
`to GSI Cで

o、  M,Co o「  ,a nt。。。
`o●

mbo`
Cic o● umbけ,,。 ●

`,0000a●
ombo“

)や

ヽ
ヽ

，
　
ヽ

→ て
■①

●イ '

●
海

一
』

・

Ｌ

?〔
ノ'

×説明苦で表記の無いデカールは使用 しません

D¨ ols● o(showo● |● ●●OSOd

●デカール●鮎り方●

'1回
の作業ごとに必要なマークのみを台紙ととも

=ハ
サミ

で切 り抜きます

2切 り出したマークを,0秒から2呻程度ぬるまうに浸して
から:を上げます

0モデルの貼 ,た い位口にマークを台級ごと移助し マー
クをずらしながらモ

"'に
移します

4濡 らした指な 4・ でずらしながら正 しい位置に動かします

0位置が決まったら柔 らかい布や

"欅
などを使用し 中 心

部から気たと水分を押し出すようにマークを日定 します
(力 を入れすぎるとマーク全体輝 動するので注意)

3曲面や表面の彫副部にマークを密着させたいとをは eS

`ヒ

葎ntttk糧、ζ'こ1モミ彎機絆ぞ畠準手:
まで触れないようにします

(マ ークソフターの使用方法はII島の取扱腱明を

'照
して

ください)

Deca:Appleallon

■∝

“

輸 蔽 編 h歯襲よ、劇 ф僣
哺 晨iお 蛛融 輌 籠 は 任 おこ 1=…

2R●1鮨 ■獣 h… 調 曇 ht昴 催 ‐

嗜
““

。筍

"掟
艤

3ハJは
“

漆 w漱簿

“

な 嗜 ,― ■価 h“流

歯っ фh∝ 醐価 鍛 、

RЫ76ラ イトブルー

l[‖;:旧I£if 0

ｒ

ｔ

`″



第5費田航空団第2飛行朦第6中球
ハンス ヴァル トマン軍曹機 1943● 5月 ～6月  アナパ ロシア戦線
Fe dwe“ I HansヽVadmain 6ガ G52 Anapa Russa Spln0 1943
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〈日のマーキング
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〈パイロットの塗姜〉
Plot Paint ng
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〈増情のマーキング〉

仰 桂のマーキング(を有共)〉

Gear,Mark ng(Both Side)

●

●
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む
ヽ

甲皇iた2否おだ′

□蜘協許

に

一

●ヽ●●t● 新 ●● カ ラ ー ナ ン バ ー 対 応 表  Cdor Correspondence TabL

"ク
レオス曖ふ,― (口数, 蒻クレオスXllカ ラー タミヤカラー ENGuSH OEI TSCH

0'  水ワイト(自 ) ■1 ホワイト(自 ) X2 ホフイト
Ce レット(赤 ) ■3 レット(称 ) 7 レット ,σ

0`  ブルー(■ ) |,ブルー(館 )

` 
ブル

0  シ,"ヽ一 (銀 ) 毬 シ,"`― (銀 〕 1, ク●―ムシルバー

FtAI BA"

,8 肛
“

70ブラックグリーン ■66R""ッ クグリーンЮ X● 2,ブラックグリーン でHW',Z GnUヽ

C'0 フラフトベース 円 0つや消し澤 χ2 フラットベース

3, つや消しブラック H'2つ や消しブラック xF, フラットフラック

ce, HI●ッ レーパイオレッ) 裕OR出グレー76 X● 2● +χ F6' 山ヽる0ヽΨ VI∝ F「

038 オリーアドラフ(2) H78オ リーブトラブ(a XF`2ォ リープトラブ ,tlVE ORし ヽ

01 レットプラウン 7́レットブラウン XFO`レ ットブラウン

セールカラ ■8,セ ールカラー X● 5,デッキタン

“

1 肌色 (フ レッシュ) ヽ

“

はた色 XF,`,ラ ットフレッシュ●に
"0田  RUWン グレー 170RШグレー02 X● 22+XI`,

C“ rニィアムブルー ●2ブルーグレー XFSOフ ィールトブルー |ヽ口 ヽに0厠にЩ 爬

C,2 セミグロスブラ,ク
'8 

セミグロスプラ ク

C"3鮨 ,図イエロ X,3+X,15

●16 RJ``ブ ラックグレー

じ,17趾nOライドブルー

C'`'タイヤブラック H7,タ イヤフラック X●
' 

フラ,ト フラック

●専用アクセサリー′ヽ一ツ AA 43 1065円  ステンレス製ビトー管 エッチング製シートベルトや
Bf 109アクセサ リーセッ ト2     計器板 メッシュ等が綺密感を高めます

ΠttmOlds 0紛失 破損などにより部品を誦求され

る方は右のカードの必要部品を()で 囲

み お名前 II住 所 電話番号をはっ

きりと書き添えたメモといっしょに

記載の代金を現金
=留

または定額わ省

にて当社アフターサービス係までお申

し込みください なお いずれのパー

ツも本カート1枚 につき1キ ット分に限

らせていただきます 価格は消費税

逮料込みとなっております また価格

は予告無く変更することがこさいます

のでご了承ください

〈有 )フ ァイ ンモ ーフレド

T4413301
愛知颯菫檜市老津町
宇的II●32
TEL:0532‐ 23‐6810
FAX:0532‐ 23‐6811

httpブ/www saa or"′
~Fm′
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A          ¥800
C          ,700
C                半3∞
H          辛000

'                
■3∞

Q         ¥3∞
R          辛300

S          ■000

口躇マーク(2枚)"∞
迷彩マーク    ロ ∞

C● マーク    辛400

ポリキャンブ   辛150

薇明図      lr● oo



①
今

今

⑦
F¨覆::宦llT'4袋it讐 :
④ [⑮

==④
FO― ⑬ iII ⑩ II ⑩

=三
二 ①

=⑫
 l① l12

①
J・
印≒①＼＼ミ＼響将脇話」]I舞憾」を翌曹R。

7″ Fし

轟匙際孟Π雨枷dds。



・
ξI罫穏 隷 ぎ

_ 征    ⌒         ⌒

4魯 ④ 亀 ●c
望 瓦゙ゝ

Ёご④嶺⑦~:L■④澤L:竃ぜЪ職
⑩ ヽ砲臓t

⑫
⑩  ⑭

④  ① 購
⑦

ゝ
↓

⑪

76鵬」:濫モ′Rttmo‖ s。



”一
一̈
一一・

⑪

⑫

⑪

⑪

⑩

⑩

⑩

|¨
◎― いE mDSCO

∫盪辣LI
①

(D   X水転写式スライドデカール  1772 Bf 109 G



①

⑪

② ② ⑩

|■ l⑩
⑫ ■ け

⑮  ⑩  ①

⑪

ｆ
「

・
“
腱

|■日橙

×水転写式スライドデカー,レです。説明書の
「デカールの貼り方」を参考に貼ってください。
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